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春
の
特
別
展
「
長
谷
川
等
伯
展
」
に
続
く
、
夏
の
特

別
展
で
す
。
当
館
初
の
民
族
文
化
に
関
す
る
展
示
で
、

国
立
民
族
学
博
物
館
所
蔵
資
料
を
中
心
に
、
世
界
の

様
々
な
ビ
ー
ズ
を
紹
介
す
る
、
夏
に
ピ
ッ
タ
リ
の
内
容

で
す
。

　

ビ
ー
ズ
は

個
々
の
部
材
に

穴
を
あ
け
る
な

ど
し
た
も
の

に
、
紐
や
ゴ
ム

な
ど
を
通
し
て

つ
な
げ
た
も
の
で
、
飾
り
玉
・
数
珠
玉
・
ト
ン
ボ
玉
な

ど
は
部
材
と
な
り
ま
す
。
今
か
ら
12
万
年
前
に
誕
生
し

て
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
人
び
と
の
美
へ
の
希
求
や
祈

り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
も
の
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。　

　

素
材
は
石
・
植
物
・
貝
・
ガ
ラ
ス
の
ほ
か
、
動
物
の

歯
や
虫
の
羽
根
な
ど
幅
広
く
、
様
々
な
世
界
が
作
り
出

さ
れ
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
ビ
ー
ズ
が
私
た
ち
人
類
の
作
り
出
し
た

最
高
傑
作
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、つ
な
ぐ
‐
か
ざ
る
‐
み

せ
る
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
世
界
の
ビ
ー
ズ
の
魅
力

を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
当
館
な
ら
で
は
の
特
色
と

し
て
、
桃
山
時
代
に
活
躍
し
た
能
登
七
尾
出
身
の
絵

師
・
長
谷
川
等
伯
の
作
品
で
、
ビ
ー
ズ
の
装
飾
品
が

描
か
れ
た
仏
画
の
複
製
画
や
、
能
登
の
考
古
遺
跡
か

ら
の
出
土
資
料
も
一
部
紹
介
し
ま
す
。

　

展
示
は
５
つ
の
章
か
ら
な
り
、《
ビ
ー
ズ
と
は
何

か
》で
は
じ
ま
り
、《
多
様
な
素
材
》で
は
植
物
・
卵
・

貝
や
サ
ン
ゴ
・
歯
や
牙
・
骨
や
爪
や
ウ
ロ
コ
・
虫
・

鳥
の
羽
根
・
金
属
な
ど
、
様
々
な
素
材
に
よ
る
ビ
ー
ズ

を
紹
介
。《
歩
み
》で
は
「
石
の
道
」
「
貝
の
道
」
「
ガ

ラ
ス
の
道
」
を
紹
介
し
ま
す
。
「
石
の
道
」
は
石
の
採

れ
る
場
所
と
石
が
利
用
さ
れ
る
場
所
を
繋
ぐ
経
路
を

示
し
、
「
貝
の
道
」
「
ガ
ラ
ス
の
道
」
も
ま
た
同
様

で
す
。
「
ガ
ラ
ス
の
道
」
は
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
に

お
い
て
ガ
ラ
ス
の
生
産
が
は
じ
ま
り
、
大
航
海
時
代

に
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
や
ボ
ヘ
ミ
ア
の
ビ
ー
ズ
が
世

界
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
ま
た
こ
こ
に
は
、

先
述
し
た
長
谷
川
等
伯
筆
の
仏
画
で
、
美
し
い
ビ
ー

ズ
が
描
か
れ
た
複
製
画
の
ほ
か
、
ビ
ー
ズ
を
身
に
つ

け
た
ネ
パ
ー
ル
の
神
像
も
展
示
し
ま
す
。

《
ビ
ー
ズ
で
世
界
一
周
》
で
は
世
界
の
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
豊
か
な
ビ
ー
ズ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、《
グ
ロ
ー

バ
ル
時
代
の
ビ
ー
ズ
》
で
は
、
ペ
ー
パ
ー
ビ
ー
ズ

や
再
生
ビ
ー
ズ
、
母
か
ら
子
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
ビ
ー
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展覧会
情　報

国
立
民
族
学
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ビ
ー
ズ
―
つ
な
ぐ
・
か
ざ
る
・
み
せ
る

　

７
月
30
日（
土
）〜
９
月
11
日（
日
）　

会
期
中
無
休

貝貨（ミクロネシア連邦）

首飾り（インド）
「複製日天画像」部分（「十二天」の内）
羽咋市・正覚院蔵　※原本：石川県
指定有形文化財　長谷川信春（等伯）
筆　同院所蔵

首飾り（インド）



ズ
バ
ッ
グ
な
ど
を
展
覧
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
く
ら

し
の
な
か
に
見
ら
れ
る
ビ
ー
ズ
の
映
像
を
上
映
し
ま

す
。
約
２
０
０
点
に
及
ぶ
ビ
ー
ズ
の
世
界
を
、
ぜ
ひ

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

〝
ビ
ー
ズ
で
世
界
を
つ
な
ぐ
〞
を
テ
ー
マ
に
す
る

今
回
の
特
別
展
は
、
今
の
時
代
に
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
展
覧
会
で
す
。

　

ま
た
、
会
期
中
は
専
門
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
や
セ
ミ
ナ
ー
、
子
ど
も
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
予
定
で
す
の
で
、
合
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

８
０
０
円

７
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

《
関
連
イ
ベ
ン
ト
》

①
開
会
式

　

７
月
30
日
（
土
） 

10
時
〜
約
30
分

②
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

７
月
30
日
（
土
）

　
　
　

 

午
前
の
部
：
開
会
式
終
了
後
約
45
分

　
　
　

 

午
後
の
部
：
14
時
〜
約
45
分

　

９
月
11
日
（
日
）：
14
時
〜
約
45
分

　

講　

師
：
池
谷
和
信
（
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
）

　

対　

象
：
①
②
と
も
、
ど
な
た
で
も
（
高
校
生
以
上　

　
　
　
　
　

要
観
覧
券
）

③
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
発
見
！
ビ
ー
ズ
の
ひ
み
つ
」

　

８
月
13
日
（
土
）：
①
14
時
〜
１
時
間
30
分

　

８
月
14
日
（
日
）

　
　
　

 

午
前
の
部
：
②
10
時
30
分
〜
１
時
間
30
分

　
　
　

 

午
後
の
部
：
③
14
時
〜
１
時
間
30
分

　

内　

容
：
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
！
ビ
ー
ズ
研
究

者
・
池
谷
先
生
と
い
っ
し
ょ
に
展
示
室

を
見
学
し
な
が
ら
、
ビ
ー
ズ
の
秘
密
を

探
り
ま
す
。

　

講　

師
：
池
谷
和
信
（
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
）

　

対　

象
：
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

※

③
は
対
象
年
齢
外
の
方
の
ご
参
加
も

歓
迎
し
ま
す
。

　

定　

員
：
各
回
12
名

　

参
加
費
：
無
料
（
高
校
生
以
上
は
要
観
覧
券
）

　
申
し
込
み
：
７
月
13
日
（
水
）
９
時
〜
電
話
受
付
。

※

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

子持勾玉（高田遺跡出土）
羽咋郡志賀町所蔵

首飾り（アメリカ合衆国）

④
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「
ビ
ー
ズ
に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　―

人
と
仏
を
か
ざ
る―

」

　

８
月
27
日
（
土
）：
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

講　

師
：
河
村
好
光
（
石
川
考
古
学
研
究
会
副
会
長
）

　
　
　
　
　

長
岡
龍
作
（
東
北
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　

池
谷
和
信
（
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
）

　

対　

象
：
ど
な
た
で
も

　

定　

員
：
先
着
30
名

　

参
加
費
：
無
料

　

会　

場
：
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

※

所
蔵
先
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
す
べ
て
国
立
民
族
学
博

物
館
所
蔵
。
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頭飾り（ブラジル）
首飾り（モロッコ）



　

平
成
７
年
（
１
９
９
５
）
の
当
館
開
館
以
来
、
所

蔵
品
の
中
核
と
し
て
歩
み
を
続
け
て
き
た
「
池
田
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」。
七
尾
市
出
身
の
実
業
家
・
池
田
文

夫
氏
（
１
９
０
７
〜
８
７
）
が
生
涯
を
か
け
て
蒐
集

し
た
美
術
工
芸
品
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
様
々
な
形
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
同
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
が
、
今
回
の
展
覧
会
で
は
４
つ
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
選
抜
、
計
66
点
を
展
示
し
ま
す
。

【
第
１
展
示
室
】

め
で
た
い
も
の
尽
く
し

　

松
竹
梅
や
鶴
亀
と
い
っ
た
古
く
よ
り
吉
祥
的
な
意

味
が
付
さ
れ
て
き
た
も
の
を
題
材
・
意
匠
に
し
た
絵

画
や
や
き
も
の
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
例
え
ば
、
菱

田
春
草
「
蓬
莱
山
図
」
は
、
中
国
の
伝
説
上
の
神

山
・
蓬
莱
山
を
描
い
た
作
品
で
す
。
中
国
東
方
の
海

の
中
に
あ
り
、
鳥
獣
は
み
な
白
く
、
宮
殿
は
金
銀
で
、

不
老
不
死
の
薬
が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
春
草
は
輪
郭

線
を
表
さ
ず
に
対
象
を
描
く
「
朦
朧
体
」
を
試
み
た

こ
と
で
知
ら
れ
ま
す
が
、
本
作
も
柔
ら
か
な
筆
致
で
、

海
中
に
屹
立
す
る
蓬
莱
山
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。　

【
第
２
展
示
室
】

　

３
つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

 

池
田
氏
ゆ
か
り
の
地
の
品
々

　

池
田
文
夫
氏
は
七
尾
市
に
生
ま
れ
、
福
井
高
等
工
業

専
門
学
校
を
卒
業
し
、
紡
績
会
社
に
入
社
。
そ
の
後
、

岐
阜
県
大
垣
市
で
紡
績
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、「
美
濃
焼
」

や
「
九
谷
」
な
ど
、
氏

の
生
ま
れ
た
石
川
県
・

活
躍
し
た
岐
阜
県
に
関

連
す
る
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

日
本
画
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
心
は
「
美
濃
焼
」
に
「
唐

津
」
な
ど
を
加
え
た
茶
道
美
術
品
で
す
が
、
江
戸
時
代

の
肉
筆
浮
世
絵
や
日
本
の
近
現
代
作
家
の
日
本
画
な
ど

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
狩
野
芳
崖
や
川
合
玉
堂
な
ど
、
近
現
代
の

大
家
た
ち
の
作
品
を
中
心
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。 

モ
ノ
を
伝
え
る

　

普
段
、
作
品
が
収
め

ら
れ
て
い
る
箱
に
は
、

作
品
名
の
由
来
や
作
者

の
鑑
定
結
果
（
極
書
）

な
ど
が
書
き
付
け
ら
れ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
箱
書
と
い
い
、
作

品
を
知
る
上
で
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

池
田
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
の
当
時
か
ら
著
名
だ
っ

た
よ
う
で
、
し
ば
し
ば
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
り
、
書

籍
で
紹
介
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
箱
書
や
展
覧
会
目
録
な
ど
も
あ
わ
せ

て
展
示
、
今
こ
こ
に
あ
る
作
品
た
ち
が
た
ど
っ
て
き

た
道
程
を
紹
介
し
ま
す
。

　

池
田
氏
は
、
あ
れ
こ
れ
と
難
し
い
こ
と
を
考
え
る

の
で
は
な
く
、
お
気
に
入
り
の
作
品
に
触
れ
る
こ
と

を
何
よ
り
の
喜
び
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
皆
さ
ま

も
、
ぜ
ひ
お
気
に
入
り
の
１
点
を
見
つ
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

◇
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。
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池
田
文
夫
氏
の
「
眼
」

　

７
月
２
日（
土
）〜
24
日（
日
）

「織部輪花南瓜葉文台鉢」

「養老」関野聖雲

「蓬莱山図」菱田春草

「維摩居士図」狩野芳崖

※
掲
載
作
品
は
す
べ
て

　
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
す
。
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お知らせ

貸
館
催
し
物
案
内

当
館
収
蔵
品
貸
出
情
報
（
７
月
１
日
現
在
）

第
54
回
石
川
県
勤
労
者
写
真
サ
ロ
ン
展

　
　
　
７
月
９
日（
土
）〜
７
月
10
日（
日
）

　
　
　
　

初
日
は
10
時
か
ら　

最
終
日
は
17
時
ま
で

主　

催　

石
川
県
勤
労
者
文
化
協
会

連
絡
先　

平
日　

☎
０
７
６‐

２
３
１‐

１
７
４
６

　
　
　
　

休
日　

☎
０
９
０‐

２
３
７
４‐

７
９
０
７

七
尾
美
術
作
家
協
会
展

　
　
　

７
月
15
日（
金
）〜
７
月
18
日（
月･

祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
日
は
16
時
ま
で

主　

催　

七
尾
美
術
作
家
協
会

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
57
）１
２
５
８（
村
上
）

第
28
回
七
尾
高
校
同
窓
美
術
会
展

　
　
　

９
月
23
日（
金･

祝
）〜
９
月
25
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
日
は
16
時
ま
で

主　

催　

七
尾
高
校
同
窓
美
術
会

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
52
）１
６
１
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
地　

求

映
心
会
書
作
展
26

　
　
　

９
月
29
日（
木
）〜
10
月
２
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
日
は
16
時
ま
で

主　

催　

映
心
会　

三
藤　

観
映

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

✿✿✿✿

正
派
若
柳
流
若
柳
会
一
柳
会
ゆ
か
た
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
28
日（
日
）開
演
13
時

主　

催　

正
派
若
柳
流
若
柳
会　

一
柳
会

作
品
名　
　

※

作
品
は
全
て
稲
元　

実
作

　

①
日
本
画
「
海
」

１
面

　
　
　
　
　

昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）
制
作

　
　
　
　
　

第
12
回
改
組
日
展
出
品

　

②
日
本
画
「
歩
拾
弌
歳
」

１
面

　
　
　
　
　

昭
和
60
年
（
１
９
８
５
）
制
作

　
　
　
　
　

第
17
回
改
組
日
展
特
選
受
賞

　

③
日
本
画
「
鎮
魂
１
９
７
２

　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ン
・
ド
・
ジ
ョ
ラ
ス
」

１
面

　
　
　
　
　

平
成
13
年
（
２
０
０
１
）
制
作

　
　
　
　
　

第
33
回
改
組
日
展
出
品

会
　
場　

加
藤
栄
三
・
東
一
記
念
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　

（
岐
阜
市
大
宮
町
１‐

46
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
５
８
（
２
６
４
）
６
４
１
０

展
覧
会　

「
抒
情
の
旋
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
元　

実　

日
本
画
展
」

会
　
期　

７
月
26
日
（
火
）
〜
９
月
11
日(
日)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
毎
週
月
曜
日
休
館
》

作
品
名　
　

※

作
品
は
全
て
山
岸
一
男
作

　

①
漆
工
「
沈
金
象
嵌
合
歓
図
色
紙
箱
」

１
合

　
　
　
　

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
制
作

　
　
　
　

第
40
回
日
本
伝
統
工
芸
展
出
品

　

②
漆
工
「
沈
彩
漆
箱
『
宴
乃
阿
と
』
」　

１
合

　
　
　
　

平
成
17
年
（
２
０
０
５
）
制
作

　
　
　
　

第
22
回
日
本
伝
統
漆
芸
展
出
品

　

③
漆
工
「
沈
金
彫
水
引
草
飾
箱
『
古
城
尓
而
』
」
１
合

　
　
　
　

平
成
21
年
（
２
０
０
９
）
制
作

　
　
　
　

第
56
回
日
本
伝
統
工
芸
展
出
品

会
　
場　

石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　

（
輪
島
市
水
守
町
四
十
苅
11
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
６
８
（
22
）
９
７
８
８

展
覧
会　

「
人
間
国
宝　

山
岸
一
男
の
世
界
」

会
　
期　

９
月
17
日
（
土
）
〜
11
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
会
期
中
無
休
》

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

✿

※

展
覧
会
の
詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　学生時代、登山中に遭難し
た山岳部の後輩が、約 30 年
ぶりに発見されたことを機
に描かれた作品。
　画面は後輩をやさしく包
む作者自身の姿で、鎮魂の想
いを込めたそうです。

「鎮魂 1972 グラン･ド･ジョラス」
稲元　実

　舞台は彦根城（滋賀県）の
庭園。春雨にうたれ様々な色
に変じた石畳に、舞い散った
桜の花びらが方々に貼りつ
いています。
　華やかながらどこかはか
なげな晩春のひとコマを、
「沈金象嵌」の技法で見事に
表した作品です。

「沈彩漆箱『宴乃阿と』」
山岸一男
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国立民族学博物館コレクション
「ビーズ‐つなぐ・かざる・みせる」より
①首飾り（コロンビア）
②首飾り（インド）
③首飾り（フィジー）
④手袋（アメリカ合衆国）

表  紙

ノ
ト
の
絵
画
物
語

　
　
　

〜
ふ
る
さ
と
ゆ
か
り
の
名
画
〜

　

９
月
17
日（
土
）〜
10
月
23
日（
日
）

　

人
に
お
の
お
の
異
な
る
人
生
が
あ
る
ご
と
く
、
美
術
工
芸
品
も

成
り
立
ち
や
伝
来
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
様
々
な
「
物
語
」
を

有
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
歴
史
上
の
著
名
人
が
深
く
関
わ
り
生
ま
れ
た
作
品
。

あ
る
い
は
幾
多
の
人
び
と
の
手
を
巡
り
、
生
々
流
転
を
繰
り
返
し

つ
つ
受
け
継
が
れ
る
作
品
。
そ
し
て
間
一
髪
、
寸
前
の
と
こ
ろ
で

亡
失
を
免
れ
た
、
も
し
く
は
惜
し
く
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
作
品

な
ど
な
ど
。

　

作
品
鑑
賞
時
に
は
、
各
品
に
ま
つ
わ
る
「
物
語
」
を
知
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
れ
ら
が
い
っ
そ
う
光
彩
を
放
っ
て
み
え
、
そ
し
て
愛

着
も
増
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
本
展
で
は
、
能
登
地
方
に
伝
来
す
る
古
今
の
絵
画
に
焦

点
を
あ
て
、
由
来
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
っ
た
「
物
語
」
も
交
え
つ

つ
紹
介
予
定
で
す
。

　

長
谷
川
等
伯（
１
５
３
９
〜
１
６
１
０
）や
「
長
谷
川
派
」
の
、

作
品
や
資
料
も
展
示
予
定
で
す
の
で
お
楽
し
み
に
。

　

同
時
開
催
展
覧
会

は
「
い
さ
ま
し
く
、

た
く
ま
し
く
」。
力

強
さ
や
迫
力
を
感
じ

さ
せ
る
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

２
０
２
２ 

イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

　
　
　

 

国
際
絵
本
原
画
展

　

11
月
３
日（
木
・
祝
）〜
12
月
11
日（
日
）　

会
期
中
無
休

　

毎
春
、
イ
タ
リ
ア
の
古
都
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
開
催
さ
れ
る
世
界

最
大
規
模
の
児
童
書
専
門
の
見
本
市
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
チ
ル
ド
レ

ン
ズ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」。
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て

い
た
本
展
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
く
動
き
の
あ
っ

た
年
で
し
た
。

　

こ
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
が
主
催
す
る
絵
本
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
は
絵

本
の
た
め
に
描
か
れ
た
５
枚
１
組
の
イ
ラ
ス
ト
が
審
査
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
過
去
最
多
と
な
る
92
ヵ
国
３
８
７
３
組
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
日
本
人
４
人
を
含
む
29
ヵ
国
78
人
の
作
家
が
入
選
し

ま
し
た
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
こ
の
入
選
作
を
展
示
す
る
ほ
か
、
特
別
展
示

と
し
て
、
２
０
１
９
年
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
Ｓ
Ｍ
出
版
賞
受
賞
作
家
の
サ

ラ
・
マ
ッ
ツ
ェ
ッ
テ
ィ
（
イ
タ
リ
ア
）
と
２
０
２
１
年
に
同
賞
を

受
賞
し
た
チ
ュ
オ
・
ペ
イ
シ
ン（
台

湾
）に
よ
る
新
作
絵
本
も
展
示
し

ま
す
。

　

当
館
は
日
本
海
側
唯
一
の
開
催

館
と
し
て
、25
回
目
を
迎
え
ま
す
。

個
性
あ
ふ
れ
る
絵
本
原
画
の
世
界

を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「仏涅槃図」　長谷川等誉

アマンダ・ミハンゴス（メキシコ）


